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３月３０日、東京社保協第４７回総会をけんせつ

プラザ東京で開催し、２９団体３６地域から１５９

人が参加しました。

総会は、椎橋副会長と中村常幹を議長に選出し、

竹崎会長より開会あいさつを受けました。

日本共産党都議団の和泉尚美都議会議員が、第１

回定例都議会での論戦の状況を含め来賓あいさつを

行いました。

総会記念講演は、芝田英昭

立教大学教授が「高齢者を直

撃する社会保障解体」と題し

て、医療保険法等改悪案の概

要と問題点、介護保険の見直

しと地域共生社会など、最新

の社会保障をめぐる情勢と通

常国会に提出された３１本に

わたる「介護保険法等の一部

改正法案」などの危険な中身

と次期改定に持ち越された課

題などについて講演を行いま

した。

休憩後、来賓あいさつに立っ

た山口一秀中央社保協事務局

長は、通常国会での審議状況

にふれながら、法案の徹底審

議・廃案に向け厚生労働委員

会の傍聴や議員要請行動・ＦＡＸ要請に取り組もう

と訴えました。また、３年目を迎えた医療・介護大

運動を成功させるためにも、地

域・団体での共同の運動の強化

が求められていることを強調し

ました。

寺川事務局長が、４６期活動

総括（案）・４７期活動方針

（案）を議案をもとに報告しま

した。昼食休憩をはさみ、４６

期決算報告、会計監査報告、４

７期予算（案）を提案し討論に移

りました。

討論では、はじめに新加盟団体

の紹介が行われ、東京母親大会連

絡会の木原さんと東京高齢期運動

連絡会の菅谷さんよりあいさつが

行われました。引き続き、東京土

建より「建設アスベスト」署名、

東京歯科保険医協会の「保険で良

い歯科医療の実現」署名、東京地評からは「共謀罪

の創設に反対する緊急統一署名」、都生連から「過

誤払返還決定取消裁判」の勝利判

決の報告、年金者組合から「年金

引き下げ違憲訴訟」への支援要請

が行われました。

その後、５団体２地域（文書発

言・署名等の訴え含む）から、①

福祉人材確保・定着の運動（福保

労）、②地域医療構想に基づく地

域調整会議の状況（保健・衛生・

医療連絡会）、③新学習指導要領

の反動的な中身と深刻な子どもの

貧困の実態（都教組）、④子ども

の発達や障害に関しての現状報告

（新医協）、⑤なんでも相談会の

取り組みについて（北区社保協）

など、この間の各団体や地域で

の取り組み報告や訴えが行われました。



この討論を受け、総括・方針

案及び決算・会計監査報告、予

算を全体で確認し、井手口副会

長が新役員を紹介し拍手で確認

しました。

役員のあいさつに立った須田

新会長は、これまで東京社保協

が果たしてきた役割と活動を、

とぎれることなく進めて行きた

いと力強く就任のあいさつを行

いました。今総会で、永年東京

社保協の役員を務められてきた、

竹崎前会長と福井前副会長が退

任されることになり、それぞれ

退任にあたっての思いを込めた

退任あいさつが行われました。

総会は、「地域・職場から草

の根運動で、社会保障破壊の、安倍政治ノーの共同

をひろげよう」の総会アピールを全体で確認し、最

後に丸山副会長が閉会あいさつ

を行い終了しました。
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２０１７年度 第４７期 東京社保協役員
会 長 須田 昭夫 新 東京保険医協会 常任幹事 中村 哲郎 再 東京土建
副 会 長 井手口行夫 再 東京地評 〃 菅谷 正見 新 東京高齢期運動連絡会

〃 丸山 篤義 再 東京土建 〃 前沢 淑子 再 中央社保協事務局
〃 岡村 正人 再 年金者組合都本部 〃 佐田光三郎 再 障都連
〃 椎橋みさ子 再 東京自治労連 〃 酒井つる子 再 新婦人都本部
〃 田邊 文江 新 東京民医連 〃 水上 昭三 再 都生連
〃 西川 勉 再 板橋社保協 〃 坂本 光治 再 都老協

事務局長 寺川 慎二 再 東京土建 〃 平間 輝雄 再 都教組
事務局次長 相川 和義 再 東京民医連 〃 吉野 五郎 再 葛飾社保協

〃 阿久津 光 再 東京地評 〃 岡本 卓郎 再 西東京社保協
〃 久保田高穂 新 東京民医連 〃 森松 伸治 再 北区社保協

常任幹事 小形 歩 再 東京保険医協会 会計監査 渡辺 吉明 再 東京歯科保険医協会
〃 深沢 英一 再 東京歯科保険医協会 〃 越智 雅俊 再 全労済東京
〃 西銘 秀実 再 東京医労連
〃 加藤 勝則 新 年金者組合都本部
〃 佐藤 伸子 新 東商連
〃 杉山美恵子 再 東京自治労連
〃 植松 隆行 再 東京国公
〃 國米 秀明 元 福祉保育労東京地本

この度社保協の会長にご

推薦いただき、たいへん光

栄に存じます。

新宿区で内科医として開

業しておりますが、東京保

険医協会では、副会長とし

て務めさせていただいてお

ります。

これまで、社保協の催し

には時々参加させていただ

き、情勢分析力と熱意、そして行動力には敬服して

まいりました。

国際的大企業のわがままをグローバル化と呼んで、

日本の企業にも相乗りさせようとする日本国政府は、

一貫して大企業を優先していますが、そのしわ寄せ

が国民生活を苦しめています。福祉のためという消

費税はほとんど、大企業の減税の穴埋めに消えてし

まいました。わずかな黒字または赤字の中小企業は、

減税の恩恵がほとんどありません。

保育、子育て、教育、労働、環境、福祉、医療、

介護、言論などなど、問題が山積みであることを再

認識しております。

前任の竹崎三立会長が在任中の、平和と民主主義、

そして基本的人権を守る運動を、切れ目なく受け継

ぎたいと考えています。

２０１７年３月３０日
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４月２３日に２０１７年度総会が、８団体１8人

が参加して開催されました。

総会では、①町田市と総合事業についての懇談会

を開催、②総合事業の市民向けの説明会の要望書提

出、③「国保税の２年連続値上げ中止を求める要望」

署名と請願の取り組みについて報告しました。

今年度の活動は、引き続き国保と介護保険制度の

改善に取り組むことと組織強化を確認しました。

各団体の発言では、共産党市議から「国保税の２

年連続値上げや公共施設の利用料が３割増しとなる

一方、サッカー場の観客席の１.５倍や南町田駅整

備に巨額な予算計上」

問題などが出され、

町田民商から「各団

体には大勢の仲間が

いる。社保協を中心

に社会保障の活動を

大きくしよう」との

挨拶で終了しました。

第２部の学習会は、町田南第１高齢者支援センター

長による「町田の介護予防・総合事業について」を

テーマに行われ、４月から通所・訪問介護の緩和型、

住民主体サービスB・短期集中型サービスが始まり、

利用案内や相談窓口は、各高齢者支援センターなど

が担当することが報告されました。参加者から、介

護認定やチェックリストなどについて多くの質問が

寄せられました。

（事務局長 八柳 ひろ子）

４月１２日（水）、

東京社保協・中央社

保協・全日本民医連

共催の国会行動が行

われ、全国各地から

１２６人（東京から約４０人）が参加しました。

午前中は、衆議院厚労委員会で審議中の「介護保

険改正法」の内容について、全日本民医連林事務局

次長が報告し、日本共産党田村智子参議院議員が、

この法案は「高齢者は長生きするなと」と言ってい

るようなものだと国会情勢報告を行いました。

その後、国会議員要請行動を行いまいたが、この

行動中に突然厚労委員会の審議が中断され、午後に

は自・公・維新が強行採決を行いました。

この暴挙を受け、

午後の国会行動を急

遽、委員会傍聴と議

面抗議集会に切り替

えて取り組みました。

委員会を傍聴した障害者団体からは、「いのちに

関わる法案なのにきちんと審議していない。今まで

傍聴してきた中でも一番ひどい委員会」だと報告。

委員会強行採決終了後にかけつけた、高橋ちづ子・

堀内照文衆議院議員は、午後から質問を予定してい

たが、その質問権も奪われた、法案を委員会に差し

戻し、審議再開を求めていくと報告しました。
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４月１４日（金）、毎月定例の巣鴨駅前宣伝行

動を１１時から１３時まで行いました。

当日は、満開の桜から桜吹雪が舞い落ちる中、

宣伝行動と併せ「介護なんでも相談」も実施。

この行動には、東京社保協２１人（東京土建１

５人）、中央社保協１４人の合計３５人が参加ま

した。

介護なんでも相談には、３人が相談に訪れ、

「介護認定をうけるにはどうしたらいいのか」

「医療と介護の改悪の内容が分からない。私の周

りでは改悪とは理解されていない、もっと宣伝し

て」などの相談と激励が寄

せられました。

なお、この２時間の行動

では、署名１００筆、署名

ハガキ付チラシ（ポケット

ティッシュ）を２８００個

を配布しました。


